
エイってどんな生きもの？

エイのからだ

こきゅう つか

ばしょ

さんそ

にさんかたんそ た

ほうしゅつたいしゃぶつ

め

はな

おお

ねんえきしゅるい

かた

お

しゅるい

さまざま

えもの

しゅるいおよ

うご

多くの種類は眼が

背中側についています。

眼の後ろの孔は噴水孔と

いい、呼吸に使われます。

あな

うろこ

はいせつぶつ

そうはいせつこう

あな
ふんすいこう

眼

硬い鱗がない

種類は粘液で

覆われています。

鱗

ムチのようになっています。

ひれをもち、左右に動かして

泳ぐ種類もいます。

尾

排泄物や卵、

子どもが

出てきます。

総排泄腔

オスにだけついています。

オスはメスの総排泄腔に

挿入し、交尾をします。

交接器
（クラスパー）

羽ばたかせるように

動かして泳ぎ、

沈まないように

バランスをとります。

胸びれ
呼吸をする場所。

水の中の酸素をとりこみ

二酸化炭素やその他

代謝物を放出します。

鰓孔
さいこう

うろこ

そうはいせつこう

こうせつき

ここで獲物を食べます。

歯の形は種類に

よって様々。

一生歯が生え

変わり続けます。

口

眼に見えますが、

鼻の孔です。

[　　　　]

エイは世界中の海や一部の川に生息し、それぞれの環境に適応進化しています。

エイのおはなし

●せぼねを持つ

●えらを持つ

●ひれを持つ

魚類

●骨が硬骨

●えらぶたをもつ（えら孔が1つ）

●ひれにまくがある

こうこつ

あな

硬骨魚類
こうこつぎょるい

●骨がやわらかい

●えら孔を5ついじょうもつ

●ひれにまくがない

あな

[ ]魚類

●えら孔がからだの

［　　　　］にある

エイのなかま

●えら孔がからだの

［　　　　］にある

あな

あな

サメのなかま
ぎょるい

め

おお しゅるい め

せなかがわ

め

むな

うご

しず

は こきゅう

そうにゅう こうび

せかいじゅう せいそく かんきょう てきおうしんか



わたしたちのくらしは、エイたちがくらす海とつながっています。

わたしたちができることは何だろう？考えて、実践してみましょう！

ここに書き出してみましょう。

エイたちの進化

わたしたちの生活でエイたちの数が減っている？

えもの こうげき よわ

くだかいがら

こうぶつ

お

がいてき み まも

はつでんき

がいてき おそ ほうでん

なんべい

たんすい

し　　く

かんきょう えさ えいきょうわる

す の

しょくよう ほかく

じっせん

顔の先のノコギリは

[ ]から進化したもの。

獲物を攻撃し、弱らせます。

ノコギリエイのなかま

[　　　　　　　]を

食べるためにえらは

スポンジのようになっています。

ナンヨウ
マンタ

好物の貝を食べるために

貝殻を砕きやすい

歯をしています。

マダラ
トビエイ

尾に[　　　　　]をもつことで

外敵から身を守っています。

自然選択説・・・ その環境に適応した個性をもった個体が生き残り、子どもを残します。

それが長年をかけて、その環境に適応した種に進化しています。
かんきょう てきおう しんか

アカエイ

エイがくらしにくい環境や餌となる生物に悪い影響が出る。

捨てられたごみを飲みこんでしまったり大きなごみに[ ]。

食用、[ ]として捕獲されすぎてしまう。

●海の汚れ…

●海のごみ…

●乱獲………

からだに発電器をもち、

外敵に襲われると放電します。

シビレエイ

南米の川にくらすエイの

なかま。淡水でくらすことができる

からだの仕組みになっています。

ポタモトリゴンモトロ

しぜんせんたくせつ
かんきょう てきおう こたいこせい のこ のこ

しんか

よご

らんかく
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